現地調査報告へのコメント

事例No. 9 （Ordered list / P2, 5 / Lao）は、文を列挙する際の順序付き箇条書きである。このリストでは、箇条記号が、番号（0、1、2、3、4、5、6、7、8又は9）、ドット（.）およびスラッシュ（/）の三つの要素から構成されている。このスラッシュが箇条記号の一部かどうかは、文書レイアウトという点からは興味深い点であるが、現地の印刷における慣例に照らし合わせなければ判断することができない。

事例No. 10 （Drop cap / M2, 12 / Lao）は、ドロップキャップが、段落の先頭の文字に対して適用されている例である。しかし、段落の先頭の三文字は、通常次のように綴られる。
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このような綴りの際に、どのようにドロップキャップが適用されることになるのかは、現地専門家に確認する必要があるものと思われる。
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